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　胆・膵領域の超音波診断の特徴は，超
音波内視鏡（以下，EUS）が存在すること
である。元来，胆・膵領域はCTやMRI，
体表超音波では診断が困難な疾患が存在
し，胆道ドレナージや組織生検などインター
ベンションも行うことができるEUSによっ
て，胆・膵領域の診断治療は劇的に進化
した。また，ソナゾイドを代表とする超音
波造影剤を用いた診断など，超音波診断
技術の進化は著しく，さまざまな技術が
各メーカーから製品化され，胆・膵領域
の診断に応用することができる技術も多
数存在する。
　本稿では，胆・膵領域における最新の

超音波診断技術として，①超音波エラス
トグラフィ，②低速血流信号検出に関し
て紹介する。

超音波エラストグラフィ

　超音波エラストグラフィは，組織の弾
性（硬さ）を画像化または数値化する技
術で 1），組織弾性と負の相関関係があ
る歪み（ストレイン：strain）を画像化
したstrain elastographyと，組織弾性
と正の相関関係がある剪断波（shear 
wave）を測定するshear wave elasto-
graphyの2種類に大別される（図1，2）。

EUSで行うことができるエラストグラフィ
はstrain elastographyのみで，画像処
理を行うことで，半定量的な組織弾性診
断（strain ratio，ヒストグラム解析）を
行うことができる。shear wave elasto-
graphyは超音波を用い，非侵襲的に簡
易に絶対値として組織弾性を定量化す
ることが可能な技術である。s h e a r 
wave elastographyは各メーカーから製
品化され，主に肝線維化診断に用いら
れており，今後肝生検の代用となる可能
性がある2）。膵臓は肝臓と比較して生検
により組織を得ることが困難であり，膵
線維化を非侵襲的に診断する機器が必
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図1　‌Strain‌elastography：EUS下でstrain‌elastographyを
施行した正常膵例（日立アロカ社製「HI‌VISION‌Ascendus」）
ヒストグラム解析を行うことにより特徴量を算出することで，組織の
硬さを半定量化することができる。

図2　‌Shear‌wave‌elastography：正常膵例（フィリップス社製
「iU22」）
弾性率という絶対値を算出することができる。
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